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１．序論 
 
MRA は脳血管評価のために日常診療で一般的に使用されている非侵襲的な検
査法である．造影剤を用いずに 3 次元的な血管形態の評価を行う事が出来る．
解剖学的な正常変異は画像診断の際に重要な評価項目の一つである．脳底動脈
の窓形成は解剖学的変異のうち比較的頻度の高い正常変異であり，脳動脈瘤の
合併が知られている．脳底動脈窓形成は頭蓋内動脈の血管変異の１つで剖検や
血管撮影により検討されてきた．また，窓形成という用語は英語では様々な用
語で表現されている．その長さは短く多くは 5mm以下であることが多い 1)．窓形
成の頻度は解剖で 0.28-5.26％2-5)，血管撮影で 0.3-0.6%6,7)，MRAで 1.0-2.07%8-10)
と報告されている．今回 MRA を用いて正常変異である脳底動脈の窓形成につい
て多数例の検討を行った． 
 
２．症例と方法 
 
症例は 1.0Tと 1.5T装置で撮像された 0歳から 100歳までの 16471 例の非造
影３D-TOF 法による MRA を retrospective に評価した．55 例の画質不良例や椎
骨脳底動脈閉塞例は除外し，16416 例を対象とした．Dimple 状の窓形成と判断
しにくい症例は 35例あり，その内３例においては CTAでも検討したが再分類出
来なかったため窓形成に含めなかった．検討項目は脳底動脈窓形成の頻度や位
置，大きさ，数，動脈瘤の合併，血管奇形の合併を評価した．2名の放射線科医
が椎骨脳底動脈系を中心に拡大，ステレオ表示した 3D画像(MIP)を評価，記録，
検討した． 
 
３．結果と考察 
 脳底動脈窓形成の頻度は解剖で 0.28-5.26％2-5)，血管撮影で 0.3-0.6%6,7)，MRA
で 1.0-2.07%8-10)と報告されている．我々の検討では窓形成は 212 例(1.28％)に
認められ今までの報告の範囲内の結果であった．窓形成の位置は脳底動脈本幹
の近位部での発生が多く報告されており 11-14)，我々の検討でも大半が近位部に
位置し遠位部に存在する症例は 4例(0.024％)だけであった．窓の大きさは最大
15.6mm，平均 4.6mmであった．3例で 2箇所の窓形成を認めた．2つに完全に分
離した脳底動脈(total duplication)は今までに報告例はあるが 6,15-17)，今回我々
は経験しなかった．頻度としては 1/16416以下であると考えられる． 
脳底動脈窓形成症例のうち動脈瘤は 9例(3.68%)に認められたが今回の検討で
は全て窓形成部以外の部位に動脈瘤は位置していた．窓形成部の動脈瘤の報告
は数多くあり血管造影検査における頻度は 7.0-66.7%と報告されている 7,18,19)．
動脈瘤合併報告例の多くは頭痛等の有症状で発見されており血管撮影が必要な
被験者であった．我々の検討した 212 例中くも膜下出血の症例は 2 例で，脳底
動脈以外での発症であった．今回の検討では脳底動脈窓形成部に嚢状動脈瘤は
認められなかったことから，両者の関連を見出すことは出来なかった．しかし，
対象症例は主訴や臨床所見に関わらず，一定期間の検査を横断的に調査した症
例のため，被験者の年齢，家族歴等は考慮されていない．対象症例の biasが少
ないながらも存在し，かつ長期的な考察も行えていないことから，従来の仮説
を否定することは出来ないが強い関連はないであろうと考えられる．窓形成群
に特徴的な血管変異の合併は認められなかった． 
今回我々の研究では 212 例(1.28％)の窓形成を認め，2 箇所の窓形成を持つ症
例は 3例あり，発生頻度は 0.018%(3/16416)であった．1箇所の症例の発生頻度
の 1.27％(209/16416)の２乗{ (0.0127)2＝0.016%}にほぼ一致しており，窓形成
複数例はそれぞれ独立した確率で発生している事が示唆される．複数例の窓形
成例は今まで報告されているが独立した確率の事象と確認されたのは我々が文
献検索した範囲内では初の事である 20)． 
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